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１．研究主題 

２．主題設定の理由 

（１）現代の教育課題から 

  現代の教育課題の一つに、子どもたちが急速に変化する社会の中で、自ら課題を見つけ、

考え、解決していく「生きる力」を育むことがある。令和の日本型教育においては、学力の

向上に加え、社会に適応し、良好な人間関係を築きながら自己を大切にし、他者と協力でき

る力を育成することが重視されている。 

  このような資質・能力の育成において、小学校算数科は極めて重要な役割を果たす。算数

科では、答えを導くだけでなく、その過程で「なぜそうなるのか」を追究したり、友達と意

見を交換したりすることで、思考力・判断力・表現力等を育成することができる。また、問

題に粘り強く取り組み、さまざまな考え方に触れる中で、自分の考えをもつ力や、他者の考

えを尊重する態度も育まれる。 

  さらに、「できた」「わかった」という達成感を得ることは、自己肯定感の向上につなが

り、子どもたちのウェルビーイング（心身の健康や社会的充足感）の向上にもつながる。   

教師や友達との関係性の中で安心して学べる環境を整えることで、子どもたちはより主体的

に学びに向かうようになる。 

  このように、小学校算数科は、「生きる力」と「ウェルビーイング」の両立を目指す令和

の日本型教育の理念と深く関わっており、知識の習得を超え、未来を生き抜くための学びの

場としてますます重要性を増している。 

 

（２）本校の教育目標の観点から 

  本校は、四街道駅から徒歩１０分程度の位置にあり、学校の隣に市役所や大型スーパー  

マーケット、５００世帯以上のマンションなどがある市の中心部に位置する学校である。  

児童数は６００人を超え、各学年のクラス数は３または４クラスである。児童の家庭環境は

様々で、私立中学への進学を目指している児童が１５％程度いる一方、授業中に無気力な  

様子を見せたり、集中できずに問題行動を起こしたりする児童も少なくない。 

  本校の教育目標は「主体的に考え、豊かな心をもち、たくましく生きる児童の育成」で   

ある。どんな児童においても、自ら課題を見つけ、粘り強く考え抜き、仲間と関わり合いな

がら学びを深めていく力は、これからの社会を生きる上で欠かせない資質・能力であり、そ

の基礎を培うのが日々の授業である。特に算数科では、知識や技能を活用しながら、筋道を

立てて考え、表現し合う学びが求められている。 

  そこで本研究では、算数の学習における「対話」に着目し、「数学的な見方・考え方を    

働かせ、学びを深め合う児童の育成～対話的な学びを通して～」という主題を設定した。  

児童が自分の考えを言葉で説明し、友達の考えと比べたり、問い返したりする中で、思考が

深まり、柔軟な見方が育まれる。こうした対話的な学びを通して、主体的に学ぶ態度や多様

な価値観を受け入れる心が養われ、本校の教育目標の実現につながると考える。 

 

数学的な見方・考え方を働かせ、学びを深め合う児童の育成 

～対話的な学びを通して～ 
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（３）本校の実態から 

  上記の教育目標の実現を目指し、日々の授業改善に取り組んでいる。児童は基本的に素直

で、教師の話をよく聞き、指示に従って学習に取り組む姿勢が見られる。しかし、自ら考え

たり粘り強く取り組んだりする姿勢は十分とは言えず、答えのある課題の「正解を早く出す

こと」に意識が向きやすく、解法の過程や理由の説明がおろそかになっていたり、思考を重

ねて解答を導き出すような課題や、文章量の多い問題に対しては抵抗感をもち、考えようと

しなかったりする様子が見られる。簡単に正解にたどりつける問題を好む傾向があるといえ

る。その結果、思考力・判断力・表現力等の面での育成が十分に図られていない状況にある。 

  また、学習の場面では、指示を待つ姿勢が強く、自ら問いを見いだして学習を進める主体

性が乏しい。対話的な学習活動においても、児童同士のやりとりは表面的で、自分の考えと

他者の考えを比較したり、考えを深めたりする姿はあまり見られない。自己評価が高い児童

もいるが、他者と学び合いながら理解を深めていく経験が少なく、対話を通して学びが深ま

ることの意義を十分に実感できていないのが実情である。 

  そこで本研究では、算数科の学習において、児童が自ら問いを見出しながら、主体的に  

学習に取り組むこと、また、自分の考えを言葉にして伝え合い、他者の考えに触れて思考を

深める経験を重ねることで、深い学びへとつなげていきたいと考える。 

 

３．研究の目標 

  児童が自ら問いを見出しながら主体的に学習に取り組み、数学的な見方・考え方を働かせて

対話を充実させることで、学びを深め合う児童が育つことを明らかにする。 

 

４．研究の仮説 

仮説１：導入の場面において、疑問をもたせるしかけを設定すれば、問題に対する意欲が  

高まり、進んで解決しようとするだろう。 

 

仮説２：互いの考えを伝え合う場面において、数学的な見方・考え方を明確にした話し合い

の場を設定すれば、対話が充実し、学びを深めることができるだろう。 

 

５．研究の方法・内容 

（１）研究におけるキーワードの明確化 

〇「数学的な見方・考え方」 

学年帯 見方・考え方 数学的活動との関連 具体例 

低学年 

（1・2年） 

比べる 

まとまりをとらえる 

対応させる 

順序性 

構成 

・具体物を操作して比べる 

・数える 

・構成する活動、遊びを

通して数量や形を体感

する活動 

・10を基準に数をまとめる

（10といくつ） 

・時計の12等分構造に気付く 

・おはじきやブロックで 

数を数える（1対1対応） 

・折り紙やパズルで部分と

全体の関係に注目 
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中学年 

（3・4年） 

規則性に着目 

関係を見いだす 

単位を意識する 

構造化 

簡潔化 

・図や表を使って関係を

説明・整理する活動 

・測定活動で基準や単位

を意識する活動 

・言葉や式で考えをまと

める活動 

・数列や九九のきまりを 

見つける 

・等分除、包含除の違いを

説明する 

・分数の大小や面積・長さ

の単位換算を考える 

・三角形や四角形を分類 

・13×4=10×4+3×4 の 

ように計算を工夫 

高学年 

（5・6年） 

一般化 

構造化 

多面的・統合的に 

みる 

比例的思考 

・複数の事例から共通性

をまとめて公式化、図

や式を使って説明・証

明する 

・多様な視点でデータを

考察する活動 

・速さ＝道のり÷時間の 

公式を使う 

・四角形の内角の和を三角

形に分けて説明 

・平均・中央値・最頻値を

用いてデータを分析 

・比例・反比例を式やグラフ

で表現 

  学習指導要領から、学年に合わせて上の表のように大まかな定義づけをした。低学年に  

おいては、具体物操作や遊びから、「比べる」「まとまり」「構成」など直感的・具体的な

見方を身に付けること。中学年では、図・表・式で表現する力を養い、「規則性」「関係」

「構造」などを言葉や式で説明できること。高学年では、複数の視点をもって捉え、一般化

すること。「構造化」「統合」「比例的思考」など論理的・抽象的に考えたり表現したり     

することとする。 

〇対話的な学習 

  数学的な表現（具体物、図、言葉、数、式、表、グラフなど）を柔軟に用いて表現し、     

それらを用いて筋道を立てて説明し合うことで新しい考えを理解することができる。また、

それぞれの考えのよさや事柄の本質について話し合うことで、よりよい考えに高めたり、  

事柄の本質を明らかにしたりするなど、自らの考えや集団の考えを広げ深める学びと捉えた。

また、その深い学びは、子ども同士の協働、教師との対話等を通して行われることとする。 

 

（２）研究の手立て 

【仮説１】導入場面のしかけ 

〇疑問をもたせるしかけ「意欲 UP シカケ大作戦」 

   児童が自ら「どうしてだろう」「考えてみたい」「調べてみたい」という思いをもつ

ような導入を工夫する。 

 ・実生活と結びつく活動 

 ・身近な題材を活用した教材 

 ・具体物・半具体物を使った操作・作業的な活動 

 ・実験や実測を通した体験的な活動 
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 ・表、図、グラフを用いた規則性の発見など探究的な活動 

 ・問題づくりなど発展的な活動 など 

 

【仮説１】児童の意欲、進んで学習しようとする態度の高まりについては以下の内容で見取っ

ていくこととする。 

 ○「どうしてだろう、やってみよう」など児童の前向きなつぶやきが聞こえる。 

 ○進んで自力解決しようとしている。 

 ○自力解決場面でノートにいくつもの考えを書いている。 

 ○アンケート項目「新しい問題を解いていたいと思う」「前に学習したことを使って問題を

解こうとしている」に肯定的な回答をしている。 

 ○自分の学習の取組について、振り返りでよい評価をしている。 

 

【仮説２】数学的な見方・考え方を明確にした話し合いの場の設定 

〇友達や自分に問いかけながら考える「メモメモ大作戦」 

  友達の発表を聞いて自分になかった考えをどんどんメモしながら、思考を「見える化」し

たノートやシートを作成させる。 

〇視点や目的を明確にした教師の発問、指示、助言 

  その時間に働かせる数学的な見方・考え方をしっかりと把握した上で、必要な話し合いを 

させる発問、助言をする。 

（例）共通点や差異点を明確化。言い換える。既習の事柄と結びつける。きまりを見出す。 

一般化など。 

  ※思考の「見える化」を促す ICT、ホワイトボード、思考ツール活用 

   

【仮説２】充実した対話ができたか、学びを深め合うことができたかについては、以下の内容

で見取っていくこととする。 

 ○図や式、表、グラフなどを使って考えを説明している。 

 ○自分の考えを見直したり、友達の考えを取り入れたりしたことをノートやワークシートに

書いている。 

 ○「それはどういうこと？」「〇〇と同じだね。」など、疑問を投げかけたり、自分の考え

と他者の考えを比較したりする発言をしている。 

 ○アンケート項目「学習の振り返りや感想を書くことができる」「友達の発表をよく聞いて

いる」「考えを図、表、言葉、式などに書くことができる」に肯定的な回答をしている。 

 ○振り返りに話し合いの中で気付いたことを書いている。 
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６．研究の実践 
（１）研究の実際 
 ①第３学年「わり算」 

ア 目標  
身のまわりからわり算になる場面や問題を進んで見つけ、わり算を生活や学習に生か

そうとしようとしている。             （学びに向かう力、人間性等） 
  イ 展開 

学習内容と学習活動 指導・支援 ○評価（観点）【方法】 
【見いだす】 

１ 素材(課題)をつかむ。 

・場面絵を手がかりに、題意をつかみやすく
する。     

 
・児童の見通しをもとに本時の学習問題を設
定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 絵を見て、わり算の問題をつくり
ましょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 学習問題を設定する。 

 わり算の問題をつくるには、どのようなことに気をつければよいだろうか。  
【自分で取り組む】 
３ 見通しをもち、自力解決する。 
 ・同じ数ずつわけられそうだな。 
 ・何人に分けられるかな。 
 
 
【広げ深める】 
４ 個々の考えを伝え合い、比較・検討する。 
 ・３人組小グループで、自分で考えた問題  
  文を伝え合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・既習事項を使って、絵の中から、等分除・包
含除の場面を見つけさせる。 

 
 
 
 
・自分たちが作った文章問題が、わり算の
問題文になっているかを話し合い、理由
をつけて説明ができるようにする。       

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仮説 1 児童の実生活に合わせた挿絵 仮説 1 前時の学習で使った場面絵 

本時 教科書の素材文 

仮説 2  思考の見える化 

教科書の素材文を、

仮設１の検証のため、

次のように変えた。 

数学的な見方 
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５ クラス全体で考えを共有する。 
 ・お気に入りの問題文を、各グループで１つ

出す。 
 ・それぞれの問題文の共通点を見つけ、仲間

分けをする。 
 
 
【まとめあげる】 
６ 本時の学習のまとめをする。 

 
・かけ算を想起して立式できるように、掲示
物の活用を促す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○身のまわりからわり算になる場面や問題
を進んで見つけ、わり算を生活や学習に生
かそうとしようとしている。        

（思考・判断・表現） 
・わり算の意味には、２つの型があることに

気付かせる。 
 

   わり算の問題をつくるには、１つ分の数を求める言葉と、いくつ分の数を

求める言葉に気をつければよい。 
 

 
７ 本時の振り返りをする。 
・本時の学習で使ってよかった考え方や、友達
の考えから気付いたこと、更に学習したいこ

と等を書く。 

 

・本時の学習で分かったことや、さらに学習

したいことなど、振り返りを書く際の観点

をわかるようにしておく。 

  

「トマトが３０こあります。１人に

何人ずつ…」だと、何を求めている

のかわからない、ということで前時

に学習したわり算の言葉を使って、

問題文を直そうという話し合いをし

ていた。 

自力解決の際にわり算の問題にならないこ

とに気付き悩んでいた。しかし、グループ

活動の中で、８だと同じ数ずつ割れない、

という話し合いになり、３６が割り切れる

数をみんなで話し合っていた。 
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（２）仮説の検証・考察  

仮説１ 実施前 仮説１ 実施後 ラベル 

１ 新しい問題を解いてみたいと思う  

  ■とても当てはまる 

■当てはまる 

■あまり当てはまらない 

■当てはまらない 

２ 前に学習したことを使って問題を解こうとしている  

  ■とても当てはまる 

■当てはまる 

■あまり当てはまらない 

■当てはまらない 

 

仮説２ 実施前 仮説２ 実施後 ラベル 

３ 学習の振り返りや感想を書くことができる 

  ■とても当てはまる 

■当てはまる 

■あまり当てはまらない 

■当てはまらない 

 

４ 友達の発表をよく聞いている  

  ■とても当てはまる 

■当てはまる 

■あまり当てはまらない 

■当てはまらない 

５ 考えを図、表、言葉、式、などに書くことができる 

 

 

 

 

 

 ■とても当てはまる 

■当てはまる 

■あまり当てはまらない 

■当てはまらない 
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〇導入の場面における疑問をもたせるしかけ 

【効果】 

アンケート結果では、「前に学習したことを活用して問題を解こうとしている」や「新し

い問題に挑戦してみたい」といった学習意欲に関する項目で、肯定的な回答が増加している。

これは、導入で児童に疑問を持たせるしかけが効果的に働き、問題解決への意欲を高めるこ

とにつながったと考えられる。 

 

〇互いの考えを伝え合う場面における数学的見方・考え方の明確化 

【効果】 

アンケート結果では、「友達の発表をよく聞いている」の項目で肯定的な回答が増加した。

また、「学習の振り返りや感想を書くことができる」という項目でも改善が見られた。これ

らのことから、学びを深め合う姿勢が育ってきていると考えられる。 

実際の授業では、自分の考えを筋道立てて説明しようとする様子や、友達の意見に耳を  

傾けながら考えを広げる姿が見られた。たとえば、友達の考えに対して「たしかに！」と   

反応したり、「そういう考え方もあるんだ」と受け止めたりすることで、自分の考えをより

深めようとする姿も多く見られた。こうした児童の姿から、対話活動が学習内容の理解を  

支える重要な要素となっていることが確認できる。 

【課題】 

「考えを図、表、言葉、式などに書くことができる」項目には依然としてばらつきが見ら

れ、思考を的確に表現する力には個人差がある。今後は、数学的な考えを多様な表現で整理・

記述する活動を充実させることが求められる。 

以上より、導入の疑問提示や対話の場の設定は児童の意欲向上や表現力の発達に効果的で

あったが、生活実感の喚起や記述力の育成については今後の課題として残っている。これら

の点を踏まえたさらなる授業改善が望まれる。 

 

〇抽出児童の変容 

低位の児童 A  

児童 A は学力が低く、自分の考えを発表したり意見を述べたりすることに対して強い苦手

意識をもっていた。以前実施した算数アンケートでは、「算数の学習がよくわかる」という

項目に対し「当てはまらない」と回答していた。しかし、実践後には「当てはまる」と回答

し、その理由として「友だちの発表を聞いたり、話し合ったりする中で解き方がわかってき

た」と述べている。また、「考えを図、表、言葉、式などに書くことができる」という項目

についても、当初は「当てはまらない」としていたが、「当てはまる」へと変化している。

さらに、「自分の考えを進んで伝えている」は「あまり当てはまらない」から「当てはまる」

へ、「難しい問題に最後まで取り組んでいる」は「当てはまる」から「とても当てはまる」

へと回答が変化しており、学習への意欲や粘り強さ、表現力の面で大きな成長が見られる。

このような変化の背景には、グループ活動を通して友だちの考えに触れる機会が多くあった

ことが考えられる。仲間との対話を通して、A は自分の考えをもつことに前向きになり、  

自信をもって学習に取り組むようになった。その結果、学習内容の理解も深まり、算数への

主体的な姿勢が育ちつつある。 
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中位の児童 B  

児童 B は、学習への取り組み方に大きな変化が見られた。算数アンケートの結果では、 

「学習の振り返りや感想を書くことができる」という項目が「当てはまらない」から   

「とても当てはまる」へと変化していた。また、「考えを図、表、言葉、式などに書くこ

とができる」でも、当初「当てはまらない」としていたが、「とても当てはまる」と回答

するようになり、表現力や説明する力が大きく向上していることがうかがえる。導入の場

面で疑問をもたせるようなしかけを設定したことで、B 自身が問題に対して「自分で解決

したい」という気持ちを強くもつようになったと考えられる。さらに、互いの考えを伝え

合う場面では、B の発言に根拠や理由が伴うようになり、学びを深めていったといえる。 

 

高位の児童 C  

情緒面アンケートの結果には事前事後で変化が見られず、すべての項目で「とても当て

はまる」と回答していた。また、学習内容についてはよく理解できている。しかし、当初、    

振り返りコメントでは「今日もかんたんだった」「よゆうだった」などの記述が見られ、   

学びを深めている様子は見られなかった。内容としては、単なる感想になっていた。その

後、徐々に数学的な見方で自分の学習内容を振り返ることができるように変化していった。 

 
（１）研究の実際 
②第５学年「合同な図形」   

  ア 目標 

    三角形の内角の和が 180度であることをもとに、四角形の内角の和をいろいろに考え

て求めることができる。 

 イ 展開 

学習内容と学習活動 指導・支援 〇評価（観点）【方法】 

【見出す】 

１ 素材（課題）をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学習問題を設定する。 

 

 

【自分で取り組む】 

３ 分度器を使ったり、紙を切り取ったり 

して、内角の和を求める。 

・ 前時の復習を行い、四角形の内角の和を

予想させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 四角形の内角の和が 360 度になることを

確認する。 

 

四角形の４つの角の大きさの和は、なぜ３６０度なのだろうか。 

仮説１ ミッション 

MISSION 

図と筆記用具だけで、四角形の４つの角

の和が 360度になることを説明せよ。 
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４ 四角形の４つの角の和が 360 度になる 

ことを、図を使って説明する。 

 

 

 

【広げ深める】 

５ 小グループで個々の考えを伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・ 既習事項である三角形の内角の和を用い

るという視点を抑える。 

・ ３種類の図を用意することで、三角形の

内角の和を基にして考えるということに

気付かせる。 

・ 友達の考えを聞いて、気付きがあった場

合は、友達の考えをノートに書くように

伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自力解決では、解決できなかったが、友達

の説明を聞いたことで、解決することが 

できていた。 

仮説 2  思考の見える化 

仮説 2  思考の見える化 

友達に角 Eの 360度を引く理由を説明す

るために、図に色付けをしていた。 

「対角線の引き方は違うけど、ぼくも２つの

三角形を作って考えたよ。 

「分け方は違うけど、考え方は一緒か？！」 
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30%

30%

22%

18%

37%

52%

11% 0%

24%

48%

21%

7%

17%

35%31%

17%

14%

28%

41%

17% 22%

41%

30%

7%

６ クラス全体で考えを共有する。 

 

 

 

【まとめあげる】 

７ 本時の学習のまとめをする。 

 

 

 

８ 本時の振り返りをする。 

 

 

○ 三角形の内角の和が180度であることを

もとに、四角形の内角の和の求め方をい

ろいろに考えたり、説明したりしてい

る。    （思考・判断・表現） 

 

 

 

・ 本時の学習で、自分が考えたこと・友達

の考えから気付いたことなどを書くよ

うに視点を与える。 

 

（２）仮説の検証・考察  

仮説１ 実施前 仮説１ 実施後 ラベル 

１ 新しい問題を解いてみたいと思う。 

  ■とても当てはまる 

■当てはまる 

■あまり当てはまらない 

■当てはまらない 

 

 

２ 前に学習したことを使って問題を解こうとしている。 

  ■とても当てはまる 

■当てはまる 

■あまり当てはまらない 

■当てはまらない 

 

 

仮説２ 実施前 仮説２ 実施後 ラベル 

３ 自分の考えを進んで伝えている 

  ■とても当てはまる 

■当てはまる 

■あまり当てはまらない 

■当てはまらない 

  四角形の中には、２つの三角形があるから。 

  （１８０度×２） 

数学的な見方 
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25%

64%

11% 0%

41%

52%

7% 0%

26%

52%

22%

0%

28%

38%

31%

3%

４ 友達の発表をよく聞いている 

  ■とても当てはまる 

■当てはまる 

■あまり当てはまらない 

■当てはまらない 

５ 考えを図、表、言葉、式、などに書くことができる 

  ■とても当てはまる 

■当てはまる 

■あまり当てはまらない 

■当てはまらない 

 

 

〇導入の場面における疑問をもたせるしかけ 

【効果】 

  アンケート結果では、「新しい問題を解いてみたいと思う。」という項目に対して、    

「とても当てはまる」と回答した児童が、１７％から３０％に増加している。「前に学習し

たことを使って問題を解こうとしている。」という項目に対して、肯定的な回答が増加して

いる。これは、導入で既習事項を用いて解決する「ミッション」を出題したことが効果的に

働き、問題解決への意欲を高めることにつながったと考えられる。 

【課題】 

  実物や具体物、図などの意欲を高める仕掛けは、準備に時間を要する。教師の持続可能な

働き方の実現のために、効率的かつ効果的な方法を考えていきたい。 

 

〇互いの考えを伝え合う場面における数学的見方・考え方の明確化 

【効果】 

  アンケートの結果では、「友達の発表をよく聞いている」という項目に対しては、肯定的

な回答をする児童が増加している。実際の授業でも、「メモメモ大作戦」を取り入れたこと

で、グループ活動や全体共有の場で友達の発表をメモをしながら聞く児童が増加した。話し

合いの中では、自力解決に至らなかった友達に図を使って教えたり、自己の考えをもてた  

児童同士で考えの相違点について話し合ったりする姿が見られた。このことから、対話活動

が児童の学習内容の理解を深めるうえで重要な役割を果たしていることがわかる。 

【課題】 

  考えを伝え合う場面では、グループ間で対話活動が充実していたグループとそうでない 

グループに差が出てしまった。また、「自分の考えを進んで伝えている」という項目に対し
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ては、肯定的な回答が増えてはいるが、依然として３７％の児童が否定的な回答をしている。

グループ間で差が出ないような対話活動における手立てや、低位児童もメモをするだけでな

く、自分の考えや気づきを伝えられる場を設定する必要があると考えられる。 

  以上より、導入時に既習事項を活用した問題提示や、「メモメモ大作戦」などの工夫に   

より、学習への意欲や理解の深まりに効果があった。一方で、対話活動の積極性に差がある

といった課題が明らかになった。今後は、教師の負担を軽減しつつ、より多くの児童が学び

に積極的に関われるような、効率的かつ効果的な手立てを講じていく必要がある。 

 

〇抽出児童の変容 

低位の児童 A  

  児童 A は算数に対して苦手意識をもっており、自力解決の場面では手が止まってしまう 

ことが多く見られた。しかし、友達との話し合いの中で他の意見を聞き取り、自分の考えを

ノートに書く姿が見られるようになった。以前実施した算数に関するアンケートでは、  

「自分の考えを進んで伝えている」という項目に対して「あまりあてはまらない」と回答し

ていたが、実践後には「とてもあてはまる」と回答が変化していた。授業内では、対話活動

を通して友達の意見をよく聞き、わからないことを質問し、それを全体の場で発表する様子

が見られた。また、「考えを図、表、言葉、式などを使って表現できる」という項目につい

ても、「あまりあてはまらない」から「とてもあてはまる」へと回答が変化していた。これ

らの変化から、児童にとって対話活動を通じて友達の意見を聞き、質問することが、問題  

解決のための重要な手段となっていることが分かる。そして、以前よりも前向きに算数の  

学習に取り組めるようになっていると考えられる。 

 

中位の児童 B  

  児童 B は、自力解決の場面でわからないことがあると、すぐに教師を呼んだり、教師が  

離れるとあきらめてしまったりする様子が見られた。しかし、対話活動を重ねていく中で、

教師に頼るのではなく、友達の考えを聞いて自ら問題解決に取り組むように変化していった。

ノートの振り返りには、「みんなの意見を聞いて理解して、自分の考えを書くことができた」

と記述しており、学習の主体性が高まっている様子がうかがえる。アンケート調査では、「友

達の発表をよく聞いている」という項目が、「あまりあてはまらない」から「あてはまる」

へと変化しており、その理由として「友達の意見を聞くと、次からこのやり方でやってみよ

うと思えるから」と回答している。さらに、ノートを見ると、友達の考えをメモする欄には、

式や答えだけでなく、その式になった理由を吹き出しで書くなど、考えの過程への理解も  

深まっている。 

  これらのことから、友達との対話活動は、児童にとって問題解決の一助となるだけでなく、

様々な考え方を学び、理解を深めるための重要な学習の機会となっていることがわかる。 

 

高位の児童 C  

  児童 C は、すべての単元において積極的に発言し、学習内容もよく理解していたが、一つ

の解法を考えつくと、それで満足してしまう傾向があった。しかし、実践後には、話し合い

の中で友達の意見をノートに書きとめる姿が見られるようになった。ノートの振り返りには、
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「いろいろな人の意見を聞いたら、こんなやり方もあるんだなと、ますます納得できた」と

記しており、他者の考えから新たな気付きを得る姿勢が育まれてきている。アンケート調査

では、「新しい問題を解いてみたいと思う」という項目が「あまりあてはまらない」から   

「とてもあてはまる」へと変化しており、学習意欲の向上も確認された。 

  このことから、導入時に疑問をもたせるような仕掛けを行うことや、対話を通じて多様な

考えに触れることが、児童の思考を広げ、学習への意欲を高めるうえで有効であることが  

わかる。 

 

７．研究のまとめ 

（１）研究の成果 

・疑問をもたせる仕掛けを取り入れたことで、問題解決への意欲が高まり、既習事項を   

活用して進んで自力解決に取り組む児童が増えた。 

・対話の場面では、思考を「見える化」したノートやワークシートを作成したことで、   

話し合いの観点が明確になり、互いの考えの相違点に気づき、学習内容への理解が深   

まった。 

・話し合いの仕方が向上し、算数科の授業だけでなく、他教科の授業でも質問し合ったり、

メモを取ったりする児童が増えた。 

（２）今後の課題 

・導入を工夫することで児童の意欲が高まることがわかったが、導入にかかる時間が延び

て、授業の時間配分に余裕が無くなった。また、教師の準備時間の確保に課題が残った。 

・グループでの対話活動では、児童の話し合いの進捗や内容の妥当性などを教師が詳しく 

見取ることは難しかった。発達段階によっては、グループでの対話活動を取り入れる場面

を精査しなければならない。 

 

【参考文献】 

・文部科学省：小学校学習指導要領解説（平成２９年告示）算数編、日本文教出版株式会社 

・「算数の本質に導く授業力」盛山 隆雄 東洋館出版社 2024 年 

・「数学的な見方・考え方を働かせる算数科の『探究的な学習』」 加固希 支男 明治図書 

 2025年 

・「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 小学校算数」国立教育 

政策研究所教育課程研究センター 2020年 



 

 

資料編 
・研究構想図 

・指導案 

・児童のノート 

・意欲 UP大作戦（仮説①手立て） 

・メモメモ大作戦（仮説②手立て） 

・県標準学力検査の結果比較

四街道市立中央小学校 



 

 

１ 研究主題 
 
 
 
 
２ 主題設定の理由                       ３ 研究の目標 
 

 

 

 

 

 

 
 

４・５ 研究の仮説・方法 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

  

 

数学的な見方・考え方を働かせ、学びを深め合う児童の育成 

～対話的な学びを通して～ 

【現代の教育課題】 

・令和の日本型教育 

・生きる力 

・自己肯定感 

・ウェルビーング 

【本校の教育目標】 

主体的に考え 

豊かな心を持ち 

たくましく生きる 

児童の育成 

【児童の実態】 

素直･真面目･学力差 

・主体性… 低 

・対話的な活動 

└内容が浅い 

主体的に学習 

▼ 

対話的な学び 

▼ 

深い学び 

 

数
学
的
な 

見
方
・
考
え
方 

効果的か明らかに 

└学びが深まったと捉える 

疑問をもたせる 

しかけ 
意欲 高 

進んで解決 

しようとする 

研究概略図 

主体性   低い  →  高い 

対話的な活動 浅い → 深い 
仮説１       導 入 の 場 面 

 

 

数学的な見方・ 

考え方を明確に 

学びを 

深め合う 
対話 充実 

説２      互いの考えを伝え合う場面 

意欲 UP 

シカケ大作戦 

導入の工夫を 
リスト化 ①ノート 

②アンケート 

└変容を見取る 

意欲的に 

自力解決 

「「ああ 

「なんで？」 

「どうして？」 

▼ 

やってみたい 

調べてみたい 

だって… 

数学的な見方 

物事を数量・図形 

→関係性に着目 

特徴や本質を理解する視点 

数学的な考え方 

見方を発見するための
思考（根拠をもつため） 
※筋道を立てる 

↑ 
＋既習事項 総合的に 

発展的に 

働かせ 

「「ああ 

低学年 
比べる 構成 
まとまり など 

中学年 
規則性 関係 
構造 など 

高学年 
構造化 統合 
比較的思考など 

メモメモ大作戦 

思考の「見える化」 

①ノート 

②振り返り 

③アンケート 

「「ああ 

気付き 

新発見 

再確認 

情報の関連付け 

本質を理解 

 

６ 研究の実際 

３学年 

５学年 

全学年 

実施 

└２学年抽出 

「わり算」 

「合同な図形」 

▼ 
 

本校の場合「仮説２」を検証するために、 

「仮説１」の主体性を高める必要がある 

７ 研究のまとめ 

学習指導案（展開部分） 

検証の考察 

 ・ノート、アンケート等 

 ・抽出児童の変容 

研究の成果 

今後の課題 

資料編 
・研究構造図 

・学習指導案（全学年 展開部分） 

・写真、ノート 

・意欲 UPシカケ大作戦 

・メモメモ大作戦 

・県標準学力検査結果 

１ 
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指導案 

１年 「ビルを作ろう」 

【目標】 

  ・ビルの部屋を１２の数の乗法的構成で考えることを通して、式や言葉で説明できる。 

（思考力、判断力、表現力等）  

  ・進んで色板を並べ、いろいろな形のビルを作ろうとしている。 （学びに向かう力、人間性等） 

【展開】 

時配 学習内容と学習活動 指導・支援 〇評価（観点）【方法】 資料 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

１ 前時の学習を振り返る。 

・８枚の色板で、 

 ２＋２＋２＋２＝８（４階建てのビル） 

 ４＋４＝８（２階建てのビル） 

を考えた。 

 これは（１階建てのビル） 

        

（しきにできない。） 

 

【見いだす】 

２ 素材をつかむ。 

 １２まいのいろいたで ビルをつくり

ます。□を１つのへやにして ビルをつ

くりましょう。 

 

３ 学習問題を設定する。 

 

 

 

・児童の発言を拾い上げて、学習問題を 

つくる。 

 

【自分で取り組む】 

４ 見通しをもち、自力解決する。 

・色板を様々に動かし、課題解決の見

通しを立てる。 

・ビルの形になったら、撮影し、オク

リンクで送る。 

・できる児童には、式を書かせる。 

・前時のビルをタブレットで見られ

るようにすることで、すぐに想起

できるようにする。 

 

 

・あえて、立式できないビルの形を 

見せる。（２年生になると８×１

という式になることを紹介す

る。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・タブレットがうまく作動しない

時に、支援する。（Ｔ２） 

・オクリンクの映像を見ること

で、思考の助けとする。 

〈努力を要する児童への手立て〉 

・色板の図を示し、「１つの階に何

へや」か確認させる。（Ｔ２） 

タブレット 

色板 

（８枚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童用色

板 12枚 

 

 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

タブレット 

大型テレビ 

 

タブレット 

ミライシ

ード 

オクリンク 

１２まいの いろいたで ビルを つくったら、どんなかたちができるだ

ろうか。 
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１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【広げ深める】 

５ 発表し、伝え合う。 

「１つのかいに 

 （３）へやある 

 （４かい）だての ビルの しきは 

 ３+３+３+３＝１２ です。」 

「１つのかいに 

 （４）へやある 

 （３かい）だての ビルの しきは 

 ４+４+４＝１２ です。」 

「１つのかいに 

（２）へやある 

（６かい）だての ビルの しきは 

 ２+２+２+２+２+２＝１２ です。」 

「１つのかいに 

（６）へやある 

（２かい）だての ビルの しきは 

６+６＝１２です。」  

 

【まとめあげる】  

６ 本時の学習のまとめをする。 

 

 

 

 

７ 適用問題に取り組む。 

 １５まいのいろいたで ビルをつくり

ます。□を１つのへやにして ビルをつ

くりましょう。 

 

 

 

・□□□ 

 □□□  □□□□ 

 □□□  □□□□ 

□□□  □□□□   などの 

ヒントカードを用意し、立式でき 

るようにする。 

 

・  □□ 

 □□ 

  □□□□ 

  □□□□ 

 今回はこの形のビルは、使わない 

ことを確認する。 

 

・まず、色板を動かすよう助言し、

四角い形ができるように支援す

る。（Ｔ２） 

 

〇ビルの部屋を１２の数の乗法的

構成で考えることを通して、式

や言葉で説明している。 

（思・判・表）【タブレット・色板・ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１２枚と同様に考えられるよう

に助言し、四角い形ができた

ら、賞賛する。（Ｔ２） 

 

 

 

ヒントカ

ード 

 

 

 

 

 

大型テレ

ビ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童用色

板 15枚 

 

 

 

タブレット 

 いろいたで ビルを つくったら、おなじかずを なんかいもたした  

かたちができる。 

１つのかいに 

（   ）へやある 

（   ）かいだての ビル 

（しき）             
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２ 

 

 

 

 

３ 

「１つのかいに 

（３）へやある 

（５かい）だての ビルの しきは 

３+３+３+３+３＝１５です。」など 

・ビルの形になったら、撮影し、オクリ

ンクで送る。 

・式を書く。 

 

８ 暮らしの中で、同じような並びの物

があるか、考える。様々な写真を見る

ことで、生活の中にも乗法的構成の物

があることに気付く。 

 

９ 本時の振り返りをする。 

 

 

〇進んで色板を並べ、いろいろな形

のビルと式を作ろうとしている 

（態度）【タブレット・色板・ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・何が分かったのか、（分からなか

ったのか）を自分の言葉でまとめ

させる。 

大型テレビ 

 

 

 

 

 

 

 

暮らしの

中に隠れ

ている規

則的な形 

 

 

 

 

 

２年 「水のかさをはかってあらわそう」 

【目標】 

  ・体積についての共通の任意単位を用いれば、体積を比較できることについて考えている。 

                        （思考力、判断力、表現力等） 

【展開】 

時配 学習内容と学習活動 指導・支援 ○評価（観点）【方法】 資料 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

【見いだす】 

１ 素材をつかむ。 

・Aと B２本の水筒を提示し、どちらの水が多

く入るか予想させる。 

・比べる方法は、１学年で行ったコップ何杯分

で測ることを確認する。 

・違う大きさのコップで A と B の水筒の水を

測る様子を演示する。 

・A と B は同じ大きさのコップで測らない 

と、比べられないことを確認する。 

 

 

水筒 

ペット

ボトル 

 

プラス 

チック 

コップ 

 

トレイ 

 

ワーク

シート 

 

 

 水とうに入る水のかさをくらべ

よう。 

 

 

・Aの方が多い。水筒が大きいから。 

・B の方がコップ何杯分の数が多く 

なった。 

・A と B は、同じ大きさのコップで水

のかさをはからないといけない。 

 

２ 学習問題を設定する。 

  水のかさをくらべたりあらわしたりするにはどうしたらよいだろうか。  
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１５ 

 

【自分で取り組む】 

３ 自力解決をする。 

・グループで水の量を比べる。 

・ペットボトルに入った同じ量の水を、グルー

プごとに違う大きさのコップやプリンカッ

プを使って測らせる。 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

【広げ深める】 

４ グループの測定結果を出し合い、 

比較・検討する。 

・比べた結果を発表する。 

・コップ何杯分の数は、A の方が多 

いから、Aの方がかさが多い。 

・グループで数が違っている。 

・グループ毎に違う大きさのコップ 

で数えているからだ。 

・同じ数で表せないかな。 

・同じ大きさのコップを使おう。 

・同じ大きさのコップを使ったら 

  全部のグループが A はコップ○ 

杯、Bはコップ□杯になった。 

 

【まとめあげる】 

５ 本時の学習のまとめをする。 

・時間がかかっているグループには一人が 

コップを押さえ、一人が水を注いでみるよ

う助言する。 

 

・A の方がコップ何杯分かの数が大きくな 

るのはどのグループも同じ。だが、数がグル

ープによって違っていること、それはグル

ープ毎に違う大きさのコップを使っている

ためであることを押さえる。 

・数が違うとなぜ困るのかを問いかけ、同じ量

なのに数が違うと、同じ量と考えにくいこ

とや、違いも比べづらくなってしまうこと

に気付けるようにする。 

・同じ数で表すには、全グループが同じ大きさ

のコップを使う必要があることを確認する。 

 

 

・全グループで同じ大きさのコップを使っ 

てかさを調べる。 

 

 

 

    

５ ６ 本時の振り返りをする。 

 

 

 

○体積についての共通の任意単位を用いれ 

ば、体積を比較できることについて考えて

いる。（思・判・表）【発言】 

・デシリットルますを提示し、次時の見通しを

もてるようにする。 

 

    

 

 

 

 

 

 

おなじ大きさのコップをつかうと、数をつかってあらわしたりくらべたりでき

る。 
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３年 「わり算」 

【目標】  

  ・身の回りからわり算につながる場面や問題を進んで見つけ、わり算を生活や学習に生かそうと 

している。                          （学びに向かう力・人間性） 

【展開】   
時配 学習内容と学習活動 指導・支援 ○評価（観点）【方法】  資料 
 
３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 

 
 
 
 
 
 
１０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【見いだす】 

１ 素材(課題)をつかむ。 

 
 
 
 
 
・問題の絵が見やすいように、タブレッ
トを利用する。 

 

 

 

 

 

 

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   絵を見て、わり算の問題を作ろう  

 
・私は１人あたりの数を決めて、問題をつくり
たいな。 

・全部で１２個の数を３人で分ける問題をつ

くればよいのか。 
 
２ 学習問題を設定する。 
 

 
 

わり算の問題をつくる時には、どのようなことに気をつけて作ればよいだ
ろう。 

 
 

 
【自分で取り組む】 
３ 見通しをもち、自力解決する。 
 ・１２個の物を３人に分ける問題を作ればい
いと思う。 

・１２個の物を１人あたり３個ずつ分ける問
題を作ればいいと思う。 

 
 
【広げ深める】 
４ 個々の考えを伝え合い、比較・検討する。 
 
・この問題の書き方だとかけ算の式は、 
３×□＝１２にならないよ。だから、問題文
をいくつにわけられますか？に変えた方が
いいよ。 

 
・「１人分を求める問題」にするなら 
 □×３＝１２であっているよね。 
 
【まとめあげる】 
５ 本時の学習のまとめをする。  

 
 
・タブレットの画面上で問題にした
い部分を切り取り、絵をわかりや
すくするように声かけを行う。 

・問題文を作るのが、困難な児童には
紙のワークシートを渡し、ワーク
シートに問題を書くように促す。 

 
 
・友達の意見を聞いた時に、良いと思
ったことは、メモをするように声
かけを行う。 

・話し合いで全員が発表できるよう
に３人グループで行うように設定
する。 

・グループ内でそれぞれの作った問
題を種類分けするように声かけを
行う。 

 
 
○身のまわりからわり算になる場面

や問題を進んで見つけ、わり算を
生活や学習に生かそうとしようと
している。        

（思考・判断・表現） 
【ワークシート・発言】 

 
 

わり算の問題をつくるには、「１つ分を求める問題」と 
「いくつ分を求める問題」に分けて作ればよい。 
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５ 

 
６ 本時の振り返りをする。 
・本時の学習で使ってよかった考え方や、友

達の考えから気付いたこと、さらに学習し
たいこと等を書く。 

 
・本時の学習で分かったことや、さら
に学習したいことなど、振り返り

を書く際の観点をわかるようにし
ておく。 
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４年 「広さの表し方を考えよう」 

【目標】 

  ・面積の単位「平方メートル（㎡）」を知り、辺の長さがｍの場合も、長方形や正方形の面積の公式

が適用できることを理解する。                      （思考・判断・表現） 

【展開】 

時配 学習内容と学習活動 指導・支援  ○評価（観点）【方法】 資料 

２ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１【見いだす】 

 素材をつかむ。 

 ドッジボールコートの面積を

求めよう。 

・今までは、小さな面積だったけれ

ど、大きい面積だ。 

 

２ 学習問題をつかむ。 

 

 

○まずは、何を測ったらよいかを考

える。 

・今までと同じように縦と横の長さ

を測らないと面積がわからない。 

・ドッジボールコートの縦と横の長

さを測る。 

 

○これまで学習してきた１平方セン

チメートル（１㎠）をもとに計算

する。 

・１ｍ＝１００ｃｍ 

９００×６００＝５４００００ 

答え ５４００００㎠ 

・１平方センチメートル（１㎠）を

敷き詰めるのは大変。 

・数が多すぎて分かりづらい。 

・新しい単位があると思う。 

・長さや重さにも大きな量を表す単

位があった。 

・１辺の長さが１ｃｍから１ｍにす

ればよい。 

 

・前時までの学習内容との相違点を話

し合う。 

・前時までは「小さい面積」を求める方

法を考える学習であったが、本時は

「大きい（広い）面積」を求める方法

を考える学習であることを確認する。 

 

 

 

・これまでの学習と同じように縦と横の

１辺の長さを測ることを想起させ、 

ドッジボールコートの縦と横の長さを

測るとよいことを確認する。 

 

 

 

・１㎠の面積を提示し、１㎠単位で面

積を表すと、数が大きくなることに

気づかせる。 

・長さや重さには、大きな量を表す単

位があったことを想起させる。 

・大きな面積を表すには、１辺の長さ

がどれだけの正方形を基にすればよ

いか考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

既習事項

の掲示物 

 

 

 

 

探検バック 

ワーク 

シート 

 

 

メジャー 

 

 

 

 

１辺が１

ｃｍの正

方形（１

㎠） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドッジボールコートのような広い面積はどのように求めたら

よいだろうか。 
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５ 

 

 

 

 

 

  

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

４ 大きな面積を表すには、１辺が

１ｍの正方形「１平方メートル

（１㎡）」を基にする方法を知る。

また、かき方や読み方を知る。 

・今までは１辺が１ｃｍ正方形を基

に面積を求めていたけれど、今度

は、１辺が１ｍの正方形になって

いる。 

 

５【自分で取り組む】 

 １辺が１ｍの正方形（１㎡）の新

聞紙が何枚になるか敷き詰めてみ

る。 

・足らない。 

・敷き詰めたら何枚になるだろう。 

・どうやって広い面積を求めよう。 

 

 

 

 

 

○見通しをもち、自力解決する。 

新聞紙が何枚になるか、この続き

をどう求めたらよいかを考える。 

・１平方センチメートル（１㎠）の

時と同じように考えればよいと思

う。 

・縦と横に１平方メートル（１㎡）

が何枚になるかが分かれば面積が

求められる。 

・１平方メートル（１㎡）の新聞紙

が縦に９枚と横に６枚で、全部で

１平方メートル（１㎡）の新聞紙

が５４枚になると思う。 

・９×６＝５４ 答え５４㎡ 

・図で考えてみる。 

 

 

・基にする正方形の１辺を、１ｃｍか

ら１ｍにする考えを取り上げる。 

・１㎠と１㎡の実物大を提示し、大き

さや書き方、読み方を確認する。 

 

 

 

 

 

・新聞を縦から順に敷き詰めるよさに

気付かせる。 

・全部で何枚必要になるか図や式、言

葉で考えることを確認する。 

・１つ考えが出た児童には、他の考え

方でもできないか促す。 

・解決の方法が見いだせない児童に

は、ヒントカードを渡す。 

・考えが書けた児童を数名指名し、考

え方をボードに書かせ、発表するこ

とを伝えておく。 

 

・基にする広さに着目して大きな面積

の表し方を考えさせる。 

・面積を求めるときの１辺は、６ｍや

９ｍの長さではなく、１㎡が基にな

っている事を意識させる。 

・自分の考えと友達の考えを比較し、

相違点を考えながら聞くように促

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１辺が１

ｍの正方

形（１

㎡）の新

聞紙 

１㎡の新

聞紙１６

枚 

 

 

 

 

 

 

 

ヒントカ

ード 
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１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

５ 

６【広げ深める】 

友達の考えを聞き、全体で面積の

求め方を共有する。 

・広い面積は、１平方メートル（１

㎡）を基にするとよい。 

・図で表す 

・式で表す 

・言葉で表す 

 

 

 

 

 

 

７【まとめあげる】 

 本時のまとめをする。 

 

 

 

８ 練習問題を解く。 

・学習したことを活用して適用問題

に取り組む。 

 

９ 本時の振り返りをする。 

・今日の学習で分かったことや感想

をノートに書く。 

・基にする広さに着目して大きな面積

の表し方を考えさせる。 

・面積を求めるときの１辺は、長さで

はなく、１㎡が基になっていること

を意識させるようにする。 

・自分の考えと友だちの考えを比較し

ながら聞くように促す。 

○面積の単位「平方メートル（㎡）」を

知り、辺の長さがｍの場合も,長方形

や正方形の面積の公式が適用できる

ことを理解することができる。 

（思考・判断・表現） 

【ワークシート・発言】 

 

 

 

 

 

 

〇ドッジボールコートのような広いと

ころの面積を表すには、１辺が１ｍ

の正方形の面積を単位にすればよい

ことを理解する。 

〔振り返りの観点〕 

・分かったこと 

・友達の考えから気付いたり、考えた

りしたこと 

・生活に生かせること 

・さらに学習したいこと など 

  

広い面積を求めるには、１㎡がいくつあるかを考えれば今までと同じ公

式で求めることができる。 



11 

 

５年 「割合をグラフに表して調べよう」 

【目標】  

  ・複数のグラフから、データの特徴や傾向を読み取り、問題に対する結論を考え、説明している。 

（思考・判断・表現） 

【展開】 

時配 学習内容と学習活動 指導・支援   ○評価（観点）【方法】 資料 

  

 ３ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

【見いだす】 

１ 素材○✕クイズを通してつかむ。 

 

 

 

 

 

① ２０年前も今も人気のメニュー

は「カレーライス」である。 

② ２０年前に人気があったスパゲ

ッティややきそばは、今ではまぜ

ごはんやハンバーグに変わって

いる。 

③ ２０年前のスパゲッティの人数

は、やきそばの人数の２倍であ

る。 

④ ラーメンの好きな人の人数は、今

も昔も変わらない。 

⑤ あげパンが好きな人の人数は、２

０年前と比べて増えている。 

・２０年前と今では、全体の人数が違う

ね。 

・各項目の人数は、一目ではわからない

ね。 

・ラーメンは、２０年前も今も同じ割合

だね。 

 

２ 学習問題をつかむ。 

 

 

 

 

・○✕クイズの中で、人数の増減が問

われているのに、それぞれの総数

（基準量）がわかっていないことに

気づくようにする。 

・２つのデータの総数（基準量）が、

それぞれ違うことを確認する。 

・同じ割合の箇所に着目するようにし、

実数値（人数）も同じなのか、疑問を

もつことができるようにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既習事項 

の掲示物 

２つの 

帯グラフ 

（掲示用・ 

児童用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク 

シート 

電卓 

ヒント 

どのようなことに気をつけたら、２つの帯グラフを正確に読み取るこ

とができるのだろうか。 



12 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

【自分で取り組む】 

３ 自分でデータを読み取る。 

○２０年前の割合と比較しての増減 

 ・カレーライスの割合は減った。 

 ・ラーメンの割合は同じ。 

 ・あげパンの割合は少し増えた。 

○各項目の実数値（人数）を計算する。 

 総数（基準量）×割合（％） 

 ・カレーライス 

  ２０年前・・・３１２人 

  今・・・・・・１６８人 

 ・ラーメン 

  ２０年前・・・１３０人 

  今・・・・・・ ８０人 

 ・あげパン 

  ２０年前・・・ ６５人 

  今・・・・・・ ６０人 

 ・スパゲッティ・・・ ７８人 

 ・やきそば・・・・・ ３９人 

 ・まぜごはん・・・・ ３６人 

 ・ハンバーグ・・・・ ２８人 

 ・その他 

  ２０年前・・・ １６人 

  今・・・・・・ ２８人 

 

○求めたデータを見比べ、気が付いた

ことを書く。 

 ・ラーメンは、同じ割合なのに、実数

値（人数）は減っている。 

・あげパンは、割合は増えているの

に、実数値（人数）は減っている。 

  

【広げ深める】 

○グループで求めたデータを見比べ、

気が付いたことを話し合い、ノート

にまとめ、○✕クイズの答えを、もう

一度考え直す。 

 

・項目ごとの割合、実数値（人数）、

項目間の増減や何倍増えたか読み取

る。 

・項目ごとの割合、実数値（総数）が

出たら、確認カードを取りに行き、

数値が合っていることを確認してか

ら次の作業にいくようにし、計算ミ

スによる誤った読み取りを防ぐよう

にする。 

・計算が苦手であったり遅かったりす

る児童は、優先して算出する箇所か

ら取り組むよう声をかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・求めた数値を一見して「あれ？おか

しいな？」と違和感をもったところ

を書き出すよう声をかける。 

 

 

 

 

・答えの理由も説明することができる

ようにする。 

 

 

 

 

カード 

確認 

カード 
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１０ 

 

 

  

  

  

 

 

 

 ５ 

 

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 ２ 

４ クラス全体で考えを共有する。 

○２つのデータの同じ割合の箇所の実

数値（人数）を比較し、同じ割合でも

なぜ実数値（人数）が異なるのか考え

る。 

・総数（全体の人数）が違い、基準量

が異なるから。 

 

 

【まとめあげる】 

５ 適用問題を解く。 

 

 

 

 

 

６ 本時の学習のまとめをする。 

 

 

 

 

７ 本時の振り返りをする。 

・今日の学習の感想やわかったことを

振り返りシートに書く。 

○複数のグラフから、データの特徴や

傾向を読み取り、問題に対する結論

を考え、説明している。 

（思考・判断・表現） 

【ノート・発言】 

・割合の増減と実数値（人数）が異なる

箇所を確認してから、考えることが

できるようにする。 

 

・学習したことを言葉や式を用いて説

明して生かすことができるように、

キーワードとなる言葉（「割合」「人

数」）をカードにして貼り付け、活用

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

振り返りの観点 

・本時の学習でわかったこと 

・友達の考えから気付いたり、考えたり

したこと 

・発表しようとしたこと 

・さらに学習したいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 割合だけでなく、全体や部分の人数を計算して確かめて読み取ると、２

つの帯グラフを正確に読み取ることができる。 
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６年 「立体の体積」 

【目標】 

  ・複合図形を柱体ととらえて、（底面積）×（高さ）で体積を求めたり、求め方を説明したりする

ことができる。                       （思考力・判断力・表現力） 

【展開】 

時配 学習内容と学習活動 指導・支援 ○評価（観点）【方法】 資料 

 

 ３ 

【見いだす】 

１ 素材をつかむ。 

右の図のような立 

体の体積の求め方に 

ついて３人の考え方 

を説明しましょう。 

①ゆい…（５×５×５）＋（５×１０×５） 

②かず…（５×５＋５×１０）×５ 

③そら…（１０×１０×５）－（５×５×５） 

・４年生の時に同じような形の面積を

求めたことがある。 

・階段状になっている。 

・底面になる面が多い。 

 

 

・前時までの学習内容との共通点と相

違点を話し合う。 

・直方体と本時の立体の形の違いを考

えさせる。 

 

既習事項 

の掲示物 

 ３ ２ 学習問題をつかむ。 

 

  

 

 

 

１０ 

 

【自分で取り組む】 

３ 見通しをもち、自力解決する。 

①は立方体と直方体に分けて求め

る。 

②は底面積×高さで求める。 

③は大きい直方体から欠けた部分を

引いて求める。 
 

・解決の見通しを立てる。 

・式の数値が何にあたるかを図形と対

応させたり、算数用語を使って式を

意味づけたりするようにする。 

・解決の糸口が見いだせない児童に

は、補助線を入れて考えるよう声を

かける。 

タブレット 

テレビ 

 

７ 

【広げ深める】 

４ グループで考えを発表する。 

 

・自分の考えと友だちの考えを比較し

ながら聞くように促す。 

・式の中の数値が何にあたるかを図形

と対応させたり、算数用語を使った

りしながら説明するように声をかけ

る。 

・友だちの考えから新たに気づいたこ

タブレット 

階段状の立体の体積はどのように求めればよいか。 
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となどを書くように声をかける。 

 

 ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ クラス全体で考えを共有する。 

・①の考えは、２つに分けると簡単に考

えられる。 

・②の考えは、底面積を計算して、高さ

をかけるだけでいいから、一つの式

で表せる。 

・③の考えは、少し難しい。 

・底面積が分かれば、簡単に求められ

る。 

 

・それぞれの考えが（底面積）×（高さ）

の公式を使っているか考えさせる。 

・３つの考えのよさを考えるように声

をかける。 

○複合図形を柱体ととらえて、（底面

積）×（高さ）で体積を求めたり、

求め方を説明したりすることができ

る。 （思考力・判断力・表現力） 

  【タブレット（ノート）・発言】 

タブレット 

テレビ 

  

５ 

【まとめあげる】 

６ 本時の学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

・底面と高さが分かれば、（底面積）×

（高さ）の公式を用いて求めること

ができるということを自分の言葉で

まとめる。 

 

 

 

４ ７ 練習問題を解く。 

・学習したことを活用して適用問題に

取り組む。 

 

・理解が不十分な児童には、底面積に

色をぬらせたり、個別支援を行った

りする。 

問題プリント 

５ ８ 本時の振り返りをする。 

・今日の学習の感想や分かったことを

振り返り、ノートに書く。 

振り返りの観点 

・本時の学習で分かったこと 

・友達の考えから気付いたり、考えたり

したこと 

・発表しようとしたこと 

・さらに学習したいこと 

振り返りの型 

 

 

 

 

 

 階段状の立体の体積も（底面積）×（高さ）の公式を使って求めることができる。 
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メモメモ大作戦（仮説２の見える化） 

3 学年の実践 
 

 

 

 

 

 

 

中位の児童 B 

学習への変容 

 

高位の児童 C 

振り返りの変容 
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４学年の実践 
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５学年の実践 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

中位児童 B 

高位児童 C 
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６学年の実践 
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メモメモ大作戦 
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県標準学力検査の結果比較（R５年度・R６年度） 

主体的に学習に取り組む態度 
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86
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1年 2年 3年 4年 5年 6年

R5

R5 算数科 主体的に学習に取り組む態度

本校 県平均
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R6 算数科 主体的に学習に取り組む態度

本校 県平均
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算数科平均得点 

 

 

 

 

 


